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発表演題名 福井県における呼吸器ウイルスの検出 
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発表内容 かぜの約 7 割はウイルスに起因するといわれている。その起因ウイルス

として種々のウイルスが知られているが、当センターでは respiratory 

syncytial ウイルス(HRSV)、ヒトメタニューモウイルス（HMPV）、ライ

ノウイルス（HRV）、ヒトボカウイルス（HBoV）等についての検索を実

施している。2013 年 4 月から 2014 年 3 月の間に、県内で採取された検

体から検出した呼吸器ウイルスの詳細について報告した。 

376 検体中 87 検体から HRSV、24 検体から HMPV、67 検体から HRV

および 7 検体から HBoV が検出された。HRSV は 4 月を除く全ての月で

検出され、8～10 月に検出数が多かった。HMPV は主に 3 月～8 月に多く

検出された。HRV は通年で検出され、8 月から 1 月にかけて多く検出さ

れた。HBoV は 5～8 月と 1 月に検出された。これらの呼吸器ウイルスは

インフルエンザ以外の呼吸器感染症に通年で関与していることが示唆さ

れた。 

ウイルスが検出された患者の年齢は 0～2 歳が約 8 割を占めており、患

者の症状は気管支炎、細気管支炎および肺炎の下気道炎の割合が高かっ

た。今回、検出した呼吸器ウイルスは、福井県内における乳幼児の呼吸器

感染症において主要な起因ウイルスとなっており、重症化にも関与してい

ることが示唆された。 

 


